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1)食物繊維の膨化と結合

上田 春男 申山田 幸男 (信楽園病院)

〔目的〕食物放線 (以下 DF と略す)の働きは,水分

を吸収 し体積を増す膨化と,腸内物質を吸着する結合に

人別される.

今回我々は,DFの胃と十二指腸における膨化の違い

及び,蛋良質や糖の DF -の結合について検討 したの

で韓告する.

〔方法〕検討は試験管内で行ない,胃の車を想定 して

酸性溶液,十二指腸及びその他の小腸を想定 して中性溶

液を用いて DF を溶解し,37 ℃で 1時間反応させた.

結合については,ほ5王アルブミンやオ--トアナライザ-

法をこより検討 した.蛋良質はウシ血清アルブミン,糖は

グルニトー又を使用 した,DFはナアルギン酸 Na など18

種額の精製きれたものを使用 した.

〔結果〕胃の車では,DF単独よりも蛋白質と共に摂

取 した方が膨化が大きく, 十二指腸などの小腺では,蛋

白質の DFの膨化に与える影響は少ないと考えられる.

そして,胃で膨化された DF は,その後も赫怒の体積

を維持するわけでなく,十二指腸-運ばれると膨化 した

ものの体積が減少すると思われる.

結合についても蛋白質の DF -の結合は,胃の中に

おいてより著 しいと思われる.

糖については,膨化 書結合において DF とは無関係

な結果が得られた.

21VIP丑年 陣 場 に封する(I-インターフ_･TJ

ロンの効 果
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鮮鱗をこ原発し発見時既に肝-の遠隔転移を認めたViP

産生廠癌の--例である.症例は38歳男甑 昭和61 年 8 月

下痢が出現.血中 Ⅴ‡P濃度は 19輸閲/m iと高値であっ

たため上症と診断 し翌年 1月弊履敵 弾縫,肝左藻の-

部を切除 約 1年間無症状であったが昭和63年 3月荷敷
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rnlll･1VIP濃度も 1LIOOpgml上高く肝iこ多発性転移を

血中 VIl )濃度は 410pgmlに低.FL症 状は改善 した.

しかし SMS i/1)増駁により eseこiPLl現 象が.LI..1現.SMS

〔p')授与一鼠及び投Ej･EL叶数L')変 更に｡Lり再度効果が硯か退院

[り̀能上左･,た. Lか し約 1 ;f:.後に SMS iこ対する航抗

性か出現 し平成 1年L,1月再入院.r加=寸,＼/lf '濃度は 170

p嘗/ml と抑制されており転移巣の増大も認められなかっ

ろ 3 日日から効果が現れたが 1週間しか持続 しなかった.

その原因は不明であるが,長期間有効との報告もあるこ

とから今後試みてよい治療法ではないかと考えられる.

3)高血圧 の既往を有したバ洲タ-症候群
(軽症 型)と思われる且例

金子 兼三 橋 買赤十字紙 )

症例は射才男,若い頃より肥満.28才より高血圧で 卜

低K 血性周期性四肢麻舜発症,以後 62.2までアルダク

ト./内服. (ilJ. LII)lく八 ･~I.fうIlgnlllh.1'̂C 171pg∴llll

と高値.63.9 大腿部筋痛出現.近医より低民政症,高

lltL圧に対して1く剤,p()lI,llliこlZi(･lt､(ド11 投与さ才豆二か

症状の改善なく963.12当院にÅ院,身長 172c m,体

登 77 短,大腿部内側にピIjピリする痛みあり,検査成

績では①血清 K 2.4mEq/L で,PT 中止†塩分制限,

K剤投与で正常化.②血圧は入院後は ゞ正常.③ AC-

TH申コ-チゾ-ル系検査よりクッシング症候群は否定.

塗)プロセマイド立位試験 (PT中止11日田)で PRA 4,2

-10 凍 PAC 141-324 と共に高値,高反応.⑤腎生

検でJGAの軽度魔太あり.㊨ distaHTaCも主onalchloride

reabsorption:0.61 と低値.受)血清K 正常化後のA 韮

およびノルア ドレナリンの昇琵試験正常,以上より本例

は Bartter 症侯群の軽症塾と考えられ,時々の血圧上

昇には肥満の関与が考えられる.

4)当村で の体外受精 ･騒 移植

佐藤 芳昭 ･荒川 惟
行 啓)t･綴目 和裁
Llfl 和良 ･三宅 崇批

L'∵ ､･1 ..

新人産婦人科でL')体外受精 ･肺移触し')成績について検

討 した.対象の多くは卵管因子であり,男性不妊,原因

不明不妊症がこれをこ引きつづいている.採卵率は83%で
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あり.移植術あたりcT)妊娠は 31.(丹b~し･L_他施設と比較し

て博秀加正絹を得た.又そし])予後に関 してj'る上 35例

が12例を占めてこい ).こLp')対策が重要と考えと､,来る.

冷舶 Ii:拝した受精卵を解凍後再び再 訂内に採寸方法で

は 今までは10症例 (こ11昨数)を施行したが,妊娠例は

存 在 L在か-.､た.

こ し7)原因として,新鮮な体外受精に用いLT-)か上,残余

の 卵 の 保 存という受騎卵その屯のの質の問題が存在する

と 考 え ら れる.

5)下垂体腺腫を伴った原発性観月経 書食欲不

振症の 1例

∴ ･ 小一∴ ･ .I: :( ｡Lll‥…:･)阿部

症例.19鼠 女性.小学生CL'1噴く-L･r)食欲不振があー'た

が放躍.中学牛(I)時額月経で近匪受診 したが無治療で経

過観察.昭和63隼lJI.1頃(-Lり卜醸部材 k感 ･嚇吐 ･休弟

購少があったためÅ院した.観症は身長 1凄艶m,体盈

:3().･:Jl転, 小児様相貌で恥 LTこII川erl'Ll, 乳房 ′t'L･lnnPl~

仁 輿状鞠 ･外反肘等はたく染色困 J_/lGXX で~侶;i;.

内分泌学的には 1.,fl･i:StlLp')連日低伯を認れ 基礎休

ゾ--′LLr)遇人反吐こ･C.Rトlね荷による､ノ-.√トメジン(:Lr)

無反応等下垂体機能鼎常が認められた.頭部 CT で下

垂体魔癌を認め脳外科約をこ切除し,観織静は好酸性下垂

f･村腺腫であ--､た.術後 (ン-く1Jンfl荷で AC'nl. 二川

+イMJL叫文応が無反妃JJ:.なり-(トー一二)･PL手インL')捕

充療法中である.本症例は下垂体腺腫が原関と思われ王

那,統計上多いようをこ除去手術は無効であった.

6ト低 Na血症iご畑十る 5qc,高張食塩水負荷時L,')
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Subclinicalcarpaltunnelsyndrome
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fl吊1 隆一一･一･･

H的:GH 産′_トト重体腺腫によ--)て起 こる先端肥大

症 LAeromegal),)は軟部組織Lり肥厚が特徴的であり,

手根管症候群 LcilrPaltunne一syndrome)在日 土市要

冊i=Lf::1人である.自覚的に手足LJ一しびilを認めたし､ L̂l･0-

meg alI.F患者に対 して.sutx､1inical左手･根管で〔')神経

障害LJ)有無を電気牛理学的に診断した.対衷上))一法:Arro-

n･lPga ly愚考6例を対象とし,両側ill耳.神経を iflel･ling

ttlClln iqueに上両琶気刺激 して.示指かl■'逆行性知登

神経活動電位羊:記銘 した.Kirnum Lp')方法に準し∵こ,0./13

側のみが異常であった.確例は両側ともをこ明らかな鼎常

が認めと■,J･1た.潜時の延長が認め三､,わた部位は/ -4-

と '-3' の間が L4例7 手と狂倒的iニ多く,手眼筋靭帯の

megaly による sutx:liniL,;-1 1な手取管症候群が診断可能

であり,そ殿頻度が高いことが示醸された.

8)叩抑 l銅損こ対す る CDDP Lり臨床効 果

･一 ･.････ E. I: / :

鈴木 Ll:.武 ( r;.Lj 病理l

甲状腺癌では遠隔転移 した分化癌ぼ トlこil療法ヰ)進

展例は効殿がなく,未分化癌叡従来の化学療法では無効

r)lJを‖症例.二ifi'7--,i施行し.そしT)臨昧効!尖を検討 し

た.

固形癌直接効果判定を行なうと,高浄化繍4例では PR
1,NCニトで奏功率は25O.､.低分化癌5仲町C･｣ 【Ill(2.NC
3.ll()Oo.未分化癌 5例では ('t(2,Plく2. h･pIR 1.80
00上 分化度が下が射てt.:L_'抗睡楊効果がLf卜言二.化羊̀療
法後(り生存率曲線で検討する上 高分化癌. 低分化癌.
未分化癌をこ差はなかった.また,NC 例と PR 例では

生存率に運ばなかったが,CR 例のみ有意に延命効果が

あった事従来,治療をこ全 く反応しなかった未分化癌では,

CDDP 健周群の MST は 148 勘 使用 しない群は52 日

減少があったが, 4 遇 で 愛 執 回復 した.投与時の全身

状願では PS 3 最 上 は , 有 意 をこ短命であった一

9)8･iⅢ 肝 )経 過 観 察 し え た 媒細管輸送異常症 に

よる低カリウ ム 血 症 と バセ ドウ病し'う合併例

･ ･∴ - ∴ .)

症例:35才,男楓 主訴:下甑 四肢筋痛,易経執

家族歴:姉が甲状腺腺腫剃出.既往歴:くり返す扇桃腺




